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ヘトメッ卜・ドプレス
〈エマオの巡礼者世H'うJl¥);()




























































































































山水阿1 1:.の ljí 純な比較は避けなければならないが、ブリューゲノレの lI~i:代
の胤長11がどこかで米洋の風景表現につながっていたとすれば、それは iji.






































































妙な技巧をつ くしてHi'i かれており、それらはl/~' 、に他から五 )J歩 11111 れている
と信ぜられる程であるJ!:.!Lhべている [190 ~i l l 限の言葉が偉大な自然を讃える
16 
ものであったのにたいし、ファチオの I ~; ~ は村敏なWJ昔rl描写にたいする1't














































































































































































































































































スの作品を見るならば、彼らの作品が風景画て、、ある tIPJ II~J' に l秒uMf p lr l であり、
しかも、災1寺同図表現を多川していたことが理解される。この点、判定の物



















































































































































ノ H寺時書J には、~は、こうした絵 11 1111耐 を越えて L、〈無|似のjムがりを，U、|ヌ|的に
焔制したとしか，官、われない作!日Iが多数含まれてL、る。すでに火われてしまい、
勺'11てA しか長11 ることのできなし、ものではあるが、例えば‘、 ( !~~{ユリ アヌスと恒久ー
マノレタの刈泌し}(fig.33)を見てみよう。これはユラン・ド・ロー によって、 いわ
ゆるiGグループJ、すなわち、今rI多くの研究{iがヤン・ファン・エイクの作










































































I ~ . L . Falk巴nburg，Joachim Palinir. Land“:ate as an image 01 Ize Pi佐川magc01 
L，fe. Amsterdam/Philadelphia， 1988.幾分児なった似点からではあるが、|μlail-てJiAIlIされ
たI}lil;i命はフアノレケンブノレフの次の論与でも.iAtべ‘句れてL、る。レインデノレト・Lヌアノレケンブルフ「初
jむl耳、ーテソレラシ ト J!f，\公 ~ITIにおける刈 航的J:;II 似 }< J).! J 、 『 ブ リュー ゲ〉レとオ、ー デノレラン 卜 J>j"，\;tll川、 1:.1
，'1: v4 iY' s.1[.1 (tl¥/ ';)11新附i社、1990"1三、pp.26-37
3 パティニ- )Vの作品の編年に附する議品企フ7ノレケンブノレフが避けているのは必味深Iーであ
る。パティニーノレの沿初のモノグラフィーを刊行したコッチは、前去に大きく宗教 i'.組に11>1とする





段式 (j"J に比れ It、コッチの編年が IE いもののように at .λる が、しかし、人物像と胤~;~'J.:. ~比との関
係から見れIt、アントウエノレベン作んl，がよりlt:JUIの作tiJtでなければならないのである。こうした"{'Ji'
を1'.伺cj行摘したのはエドウイン・ハ‘イセンである。R.A.Koch， Joachim Palinir， Princelon， 
1968; Falkenburgh，。戸cit.pp.I-9; E. suijsen，“Book R巴view，R.L.FalkenIJlI'g 
Joachim Patinir. Landscape as an imagc of the Pilgrimage of Life. Amslerdam/ 
Philaclelphia， 1988ぺinSirniolus， 1989， number 3， pp.209-215 
1 J!t¥;CI，f;1に巡干しとか旅い、うテーマがl刻わるのはあるtJ:、味ではごく自然なことであろう。ニの1.¥'代
のJ!t¥;CI刊に「エシプト逃避J、「エマオの巡礼J、あるL、li、「型クリストフォロスjなE旅を i凶とする




It、ネーデルラン ト風景両の対極に1>): ;;'1 するタ ロ ード ・ ロランの風景同においても旅は ifi' ~ な i，組
として く}.tj)j する。 「人生の ill礼」概念がどこ までiJ&泌されるのかは、たとえ範 II ~ をヰーテソレラン卜絵
1， 1 I1 に |出 Æ した t しても官~ lRな検討 が必要であろう。 この川艇に|射しては次のブラインの u6û ，~:t.ブラ
ウンの 1:却がJ1t?&~である。 J. Bruyn，“Toward a Scriptural Reading of Sevenleenlh. 
Cenlury Dutch Landscape Painting'¥in P. Sutlon et al.， M，αsler 01 171h.GelllりF
Dlllch La円dscatePainling， Amsterdam/soston/Philadelphia; Chr. Brown，“sook 
Review. P. Sutton et al.， Master of 17th.Century Dutch Landscape Painting， 
A msterda m/ Boston/Phi ladel phia¥in Si問団1，日 1988， number 1/2， pp.76 81 また.
4、ー テソνラント風景画成立のひとつの契機を旅心、うi.:組に求めるこtができるのであれば、クロ
ドー・ロランの風景画に潜む旅の隠峨に;1'Lえした次の治与も少なからぬ意味をもつであろう 1. 
Diane Russel， "lntroduction， lV Claude's Art: InterpretationぺinClu/(c!e Lorraill， 
1982， pp.81-96 
r ;) 後述するように、メムリンクはこの二分法が迎JIきれないような作品をも制作iしてL必。すなわ
ち、 〈キリスト受~fI:) (トリノ 市立美術f!íil l: ('l'1/lþの じつの点び)(ミュンへン、アルテ ・ ピナコテータ)
である。けれども、 この2点を例外とすれば、 151:*t.!フランドル絵画で'はIJl[J!1としてこの e分wが，'1
ifされた。
r u f(m'el van Mander. The Liv出 01Ihe 1"日I1叩 /(5 Netfze，'landish and Germall 
Paillers. Editecl by H. Miedema. Doornspijk， 1994. pp.134-137なお、カレノレ・77ン・マ
ンデノレの 『北 )，曲家伝J(仮題)は令官字i と尼崎彰宏氏(弘 liíj大学)との共同作業でH 本 II!~IJ~ がjjf;
1ftj，であり、 L、ずれ、訳註や論考、また、Jj;<1版なEをもi添えた単行本としての刊行が「定されてい
る。尼崎氏による訳稲の一部はすでにi;ti"j-:I:なってL‘る。尼崎彰宏「史料翻訳ーーカレノレ・ファン・
7ンデノレ「絵ii1îlの .~:JO)J 、 問 (2) 、伊1(3) 、 『文化紀安j、弘前大学教養部、 1995/ 1996 年、 041 、
43， 44 ¥} 
7 カレノレ・ファン・?ンデノレのill家伝における1，1;'，主の選択、また、個々のf丘ぷの長j;'，[にl則Lて
IJI縦なA論はなされていい、。一般的口、って、 l時代(I(Jにも地則的にも77ン・マンデノレに近い1，1;
家・であればあるほどその記述は長〈なっているが(例えば、 スプランゲノレtホノレツィウスの Ik~ili が{也
を川して長L、)、記述のj立さがf止の1l1i仙判断にどのように|則わっていたのかはィ、l別である。 1511:紀
および161一品己liij下の同言、の'1ではヤン・ファン・エイクとノレカス・ファン・レイデンに-11"'， な i去さが 'l~
やされている一点、ロヒーノレ・ファン・デノレ・ウェイデンについての記述はあまりにもfli略なものであり、
しかもその↑fi宇1Ii混乱してL必。 また、 I~'tえされてlil、るが、メムリンクには独、工したtiが 'jえられて
L、なL、。





Nelherlandis/I Paillliug. vol. Xlll. Antonis Mor and his Contemporaries. Plate 37/ 
38/39 
IloJ ウイ一ンの〈エマオのi滋盤十礼L打のL、必る j胤瓜 ;以，片[-)の í'~れ;
)j、クグJリ一ンヴイノルレの{刊作1乍=J仏i“』
き訂〈傑j庁m刑fド刊lリμI場品l刈(1“liがJ術ih伯t百1カかaれてむL、るふ。
1 フリンストン /1ホZ1については次を参照せよ。 I~.A. I<och，“A Rediscovered Painting The 
Noαd 10 Gahノαryby Herri met de I3les"， I?ecorc! of Ihe Art MuseulI， Prillcdol/ 
u川 versily，1955， pp.31-51 
29 
12 R. Genaile. "La Monte au Calvaire de srcugel l'Ancien"， in.l<αarboek， f{ol1inklijll 
A1l1selll 101' ScllOl/el fU/IIsfen. Aηfweゆ日1.1979， pp.143 198; I-I.G. Franz， 
“Landschaflsbildeγals kollektive Werkstallschopfungen in der flamischen iVlalerei 
des 16， lInc1 fruhen 17. ]ahrhunderts¥ f(lIl1sthistorisches Jahrbuch， Graz， 1982， pp 
165-81: W.S. Gibson， Mirroγof the Earth: The World La'l1dscate 口zSixteenth-Ce7ltll)'
Flellisl Pailtiη'g， Pril7ceto叩， 1989， pp. 26-33 
t:lj F. Grossl判ann，l3yuegel. p，αinlil1gs， Lonc1on， 1955; C.G. Stridbeck， B-rellgelslldiell， 
Slockholl1， 1956; I~. H. iVlarijnissen， B円legel，Stltlgart， 1969; W.S. Gibson， op.cit 
r[I:WJ，.U;りを i::Wとするギブソンの (¥'作に導かれつつ、ろl}-!'iによって企画された縦覧会「プリュ
ーケツレとヰー デノレラント風対liIlJ(註2参}I(Oのカタログは16[1紀フランドノレ風景画を抜った数少な










ーデノレラン トj也 )jの引スの対観がもっ「絵 Il l il (I(JJ なt.'i'ï~ に 了\')1<するのは、風景曲lの分肝で 1~ j1 [ (さ
れた.[t)j I l lil ぶの ~'fì~~ 説明するためであったこともよく知l られて いる。 cf. E.H. GOl1brich， 
"Rcnaisancc Artistic Theory and the Developl1ent of Lanc1scape Painting"， inCazette 
des BealLr-Arts. 1953. pp.335-360; Gibson， ot.cil.， pp.37-47 
16 [1: W i!p.l;l'のJよ，f.:flH念については、正12で指摘したギプYンのtりわけ第17Fを参照せよ。
また、ケーヒノレのム'の持作Itj吐界風景の[lij起を与えるうえでも刺激的な内容をもつものである。
]. Cahil1.γhe COIl1戸elil1ghnage -1¥・alll'eal1r! 5・Iyleil1 Sel'el1leenlh-Cel1tIlI'Y Clilese 
Pailltillg， Cal1bric1ge， 1982 
17 '1' ~J-夫代 rIH~~の校近J Cf奇対の ['i<[(主"i"J ， 51J川イド樹・ICJ-Jjl叶、 1966年、 pp.80-88)で(1りl
JI十一切['iI[)とブリューゲルの諸作品に凡られる剖Itmぷ引を比較している。本文でも指摘したように、
本.f，':，jにおける市れの['<1心は、西洋絵画lc.'1 [_"1 *i\ JlliJ の JU利lりな並ïill を探査、 ~rll}j することにはな
L 、。むしろ、ひとつの文化において、屈.l:¥;-l同がどのようなが1>11において受容されたのかをftることにあ
る。 とは L 、え、なんの!~体 (1")3ど iñE もなく、 'I'~t やケーヒノレ(“1:1 6参J!lO が指摘するようなぷ引がユー
ラyア大附のJ11j:J出で}fj鋭化されたc.lt考λlこく L、のも・lγ人:てある。検討に値する課題であろう。
I ~ ¥'.C. Fong， Beyol1d Reρrese11Iatio17. Cl!ilese Paintillg al1d Calligrathy， 8th 11th 
Celtlr¥'. Thc !¥Ietropolitan ivIusellm of Arl. 1992， p.93 
19 i¥1. Baxanclall， "sartholomaeus Facius on painting. A 15th-century iVlanuscript of 
the De Viris・injOll'l1al of the lVal'bllrg al/d Co川 'Iallldfnslitle. 196~ ， pp.90-107; Jij)1I 
，iltWHM人〈浴['xl.'Jl rl;gjt}j， 1976.11'2)1り、pp.22-30
20 このfi:r'lI¥については次全参照せよ。W.S_ Cibson， "lleri met de Bles， Landscape with 





は、 i庄らがかなり，'，1， 1識がJに災時同 l主l表引を避けたがf~ーであると与えbれよう。 また、〈説教す引先トし
れー ヨハ耳〉とL、うi:.組の流行を当1''1，在んだったfJ外説教とがzぴ1，1けて説明しようとする議論がある













がもっ村災なhY.山!と変J!iJ的な主題解釈を端的に示してL、る。 A.Bengtsson， "A Painting by 
loachim Patinir'¥in !dea and Fo'rm， Stockholm， 1959， pp. 88 - 9~; Koch， ot. cil.， p.87 
2 民11.\ 川 tメ|ぷ仰の1l:i;l:;Hはさまざまな視点か~~.命じられてきた。 けれども、 その多 wr時JiIJ Ji弘! J
とか「ナラティヴ」のー形式として紹介科!正に扱われてきたむのに過ぎない。唯-i'iーに!'.l.f本的な}必匂!が
あるわけではないが、必~~なニとは、特定の IllÎJ iJ氏、判定のlI，n\:の絵 IIITJfIYi j1'tに ['<1 わ る Ji ll :W c.して児 J I .\'
[，， 1 1 ，，1 ぷ JJ~がIJiI じられることであろう。
23 レンセレアー'Wリー 「詩は絵のご 1:(一一人文i:.i1絵!lil.;'市J(森1.&と/篠塚 A 二リ)，JO、
f絵IliJc.文'j:J、。[，央大 rnl，版部、 1984年、 pp.225227 
21 ~川禿iJ;l 7 ツサン 11' '7ナのJ[;.(!.j!，について」、 'XWrは，1.1995、pp.220-232
2' 1<' ¥Vcilzman， Stlldies il RolI alld Cor!ex. I'rinccton句 1970.pp.12-46、また、次のμ曲
与をも参lI{tせよ ド Parshal1."LlIcas van Lcyc1cn's NarraLive Style" in Nederlalcls 
!( IlIIsthislorisch jaarboek， 29. 1978‘pp.J86 190;十:fU;料「ヤン・ファン・エイクと1511:奇心木JUI
のフランドル絵1'liJ トJJJUI7ランドル絵JI時における物，，!f(I'，j1{!.J，!1をめく ってJ、，1"な凶作尖if.rfi'ti
30 
(1 十Il 、 198~ (1 '. 、 pp.lll - l~5
出 K.Bil一l、meyel “The Arch :-Inlif in :¥cllll'rlandish Painting of lhcドiflccnlh
じnlm)'1"".inAr/Bullc/ill.I96:l.pp.1 ~(J 99 11 2; Falkenbllrllg. lJp. ci/..pp.~~11 
:!i メムリンクの11'品における物 IIfHI~J 文脈Ci)';~"JI.ji i. 1511紀本JYIか">1611紀li干のフランド，レ
*~~IIIII において J~ 1(li化す る大きな特~I:i' "ι跡寸るものである 4自ftにメムリンクにたいしてはfjl' <)~ 
(I"JI:かrf¥<':y(I(JI: L う形手付"j-.えられ、その 11市川1 小 ~Ji'~1 とは!肘まの (iイ1'. と与えられているか.日:
なる悦ι'，(からのI}.I賞"・lが必要であろう。4のIlil'永のナラティヴへの!日l心lil，;II.HI;:の'Ij本IMIの!日J
1;'1 1:む神汁広に l 日J わっており、今後の市史!な研究lI~llli と L'えよう。 また、[11，川I
はないが.メムリンクは I'jl民I' lil 以 1 (l i を的物 1， lil(I(Jモティーフで十昨成したり、胤 ;j~' í'~ ~;t. !:~:Ilみ{}わせた
1'1製l"il:L、うtJi機申1"によるi品H !liIJ(j，してL'6.こうしたl-(fJlは、例えば、 dli月の月五てMあゥても-1ー
でにロヒー ノレ・77ン・デノレ・ウェイデンの ブラックf足J(tJlliI:Lづ先行仰lが(i.(Jーしているため、メムリ
ンクの小 ~Ji'ドI: I: L 、う悦，I，IX か ら Mf (， れることははとんどないようである。 1Iれども、クリザイュI:L、った特
I'.:¥<なぷIJl形式ではなく、 (i介、アイリス、おt:'まきのftlられた花l低とL、うtil-物1，11とし古代、λないような
モテ1-7が、しからil彩J1lil:して捕かれたのは、Jムリンクの l'iL、引のI'j(担(テイツ七ン・コレクシ
ヨン)の災 1Mが11k 何jであるしまた、 H，\;;~'と剥lみ介わせられた l'j(*1叫がメムリンクの"打 fî:" I1"て'J.di~




'La fin dl XVe siecle et les origins c1'lInc lIouvclle conception de limagc dans la 
pcinlurc c1es Pays.Ba5ぺinBullelil de . 、/l1lfseesNoyαux des Beaux-j¥ 1'1汗t!elJelgirlul'. 
1962. pp.:l 38 
29 こうした n~JI也については多くの，f('!l!な.;，&，布があるが、 hi.il公1りされた次の"商与がPiI組のあり
かを見。li に~:~~)している。 Iコidier J¥lartens“L'illllsion du 1吾el¥inL出 PrillilJj.、F!all/alt!. 、
et leuy ICllts. Lou¥'ain.la-Nellve， 199.1 pp.253 277 
:lO DCI/ Crol/dl der Edcl VI)' 8('hild，引 '-co川 1.Utrechl. 1973. vol.l， p.139h'o1.2 ，pp..176 79; 
cf. 13.1'.1. Bro05. "Rembrandt and Laslman's Coriolanlls. The listory Picce in lhe 
17th Cenlllry Theory and Practice" in Sillliolus. 1975-76‘pp.203 
山 11.~Iiedema ， op.cit. vol.l. p.216/、'01.2.p.557; cf. Chr. Bro¥'n. Dul(l/ Ltlllllscall<. 
IheEarly}令ars，The National Gallcry， London. 1986， p.42 
12 fl民al，liで、まず第ーに快感をあたえるものは、 1"'かれる物の白山さと多除↑tとから'1:じるち
ょうど、食物や (f楽においてはいつも新 ~i' ~l: '~~~ ~， ; l;ちが、 ， liL 、 Il~!}，1!îなものと i主λは\それt~' It .tkL 、よう
に、 i~弘もあらゆる 12 かさや、多級'~Iーを点ぶものである」 。 レオン・パティスタ ・アノレベルティf.j~Ilil'曲
(て愉制松，J<)、'I';i:公論x併UI'，版、 1971午、 pp.H48 
日 「また絵1.liには"寺と同様、純々のむのがある あるものはお 主の戚f.i i'物 "f~るために i仏大
の休業をH，'j"fL、あるものは自宅におけるdil.( の刷f(iを、 あるものはJ:'1iX:の ' I~i.ri を lNI "f 寸る そ
の1t初lのものは泊施であり、公共生t造物やf.'flこ1，'(つぜ造物に取り十1'tられよう )j、徐 の
むのはdi民(1:セの暗に装飾として1・l.tH，れ、以後のものは嵯|企|にla通であるとL、うのも、それがあ
hゆるものの'1て以も人気があるからわれわれは夫LL、地)jの絵や、 i在、 if!.¥l也、 j'.i'lil、滋泳、11:
や紘に被われた川町での遊びの絵を眺めると、%がはればれとする。さらにオクター ウィアー ススの
したものも!J.t起される。彼は1'1邸の袋ftilとして見馴れない1'-大な動物の刊を幾つもj(';λu レオ
ン・バティスタ・アノレベルティ「主l!築論IWIJlI i:'i，)0、中央公"，命x術n'd:託、 1982{1、p.2HO.cf. lJ 
Rosand， "Giorgione， Venise and thc l'astoral Vision". in Plaas 0/ fJl'li"iJI. Thc 
I'asloral Lr/l/dscaρe， The Philips Co1lcction， lVaぉhington，1988. p.23 
3'1 Val/ Eyck 10 Bmegel. ]40010 1550: /)ulcll al1d Flel1ish Pail1lil1[{;'1 Ihe 1'1!1I，.clil!l/ 
o/Ihe ilI/1seltl1 BOyl'lal1s-val1 Beul/ingel. ~l lIscum Boymans.van Beuningcn. Ilottcト
dam. 1994， nO.79 (pp. 341-343) 
品 ι!日洲町J{-fコヘノホ1:1本」、 コッホj必(11.1Ú 州 i Y' X íf.rftii/ 京);~新 11fJ)、 1985{1 、 pp.169 17i・
I:';j~背 ~f#f引から|冷る紘一一校ifËれそティーフ"命」、 }ミ村、Ht，;命叢'、1989iド、 pp.I05116 
判 スヴェトラーナ ・アノレノぞース ~ln'i与の工lif.i Ií lll:*~のオランタ下主 JIIiI (一y?制御，m、ありな川
J}j一、 199~ 午、 p.23
:訂t仔7 ジエ一ムズ，'?ロウ、 fr序子文j上、アン;;<，ウヴtiン.ヒピ♂ユ一レン、 トリ/市、，'r.J夫ミi押術F耐I官釘Ii川J，:主4キ本h又:7，γ.夕シミリ「版以
トWリ/=ペミラ/パ刈1昨『車必品，1円!Jμ(;'日日:万~Iノ水kι艮l(-、 古抗t本l成反 r-.、 ，~トド:: ~I"I 事的料|ド(，J火川<)、rれ;.~波庄g]，iλi 
のミニアテユ一ノルレのh村構，Yil:附メ刈|がもつな昧については次の文献でも両市じられている 1. Bcltilg 
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